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注 意 事 項 

 
１． 問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。 

 
２． 問題冊子は、表紙を含めて全部で 2 ページである。脱落のあった場合に

は申し出ること。 
 
３． 解答用紙（２枚）及び下書き用紙（2 枚）は別に配付する。脱落のある場

合には申し出ること。 
 

４． 解答開始後ただちに、すべての解答用紙の所定欄に、受験番号を丁寧に記

入すること。 
 

５． 解答は、すべて解答用紙の所定欄に記入すること。 
 

６． 解答に字数の制限があるときは、句読点や記号も含めて数えること。 
 
７． 解答以外のことを書いたときは、該当箇所の解答を無効とするときがあ

る。 
 

８． 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。 
 

９． 解答終了後、配付された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子及び下

書き用紙は持ち帰ること。 
 
 

 
（空 白） 
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問題（100 点） 

 

「サステイナブル社会の実現に向けた IoT 技術」と題する以下の記事を読み、小問に答え

よ。 

 

超スマート社会「Society 5.0」*1では、IoT (Internet of Things)*2 によってすべての

ヒトとモノがつながり、さまざまな知識や情報を交換することで、相互に制御を行う仕組み

が実現されるといわれています。特に今後到来する 5Gの時代においては、機器間やクラウ

ドとの通信レイテンシ＊3 が短縮され、通信バンド幅の高いサービスが実現されます。無線

ネットワークだけでなく、基幹回路の大容量化も進み、更に多様なサービスがクラウドで実

現されると考えられます。IT 需要の増加が世界的規模の経済発展を支え、それによっても

たらされる効率化がクラウドで集約的に行われることは、資源、エネルギーの効率的利用の

観点からも理にかなった流れに思われます。 

 

 

*1 超スマート社会 Society 5.0 サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空 

間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社 

会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと。 

*2 IoT                        「モノ(物)」をインターネットに接続して通信機能を持 

                たせ、相互に制御できるようにする技術。 

*3 通信レイテンシ       データ転送における指標のひとつで、転送要求を出し 

                てから実際にデータが送られてくるまでに生じる通信 

                の遅延時間を指す。 

 

[出典： 廣井 聡幸 「サステイナブル社会の実現に向けた IoT 技術」 応用物理 第 89

巻 第 4 号（2020 年 4月号）228 頁―232 頁より抜粋。] 

 

 

 

問 1 （解答用紙①に解答せよ） 

IoT を利用している身近にある機械の具体例を１つ挙げよ。また、あなたがそれを実現す

るために必要と思われる知識や技術を３つ挙げて、それぞれの理由を説明せよ。解答は 400

字程度とする。 

 

問２ （解答用紙②に解答せよ） 

サステイナブル社会の実現に向けた効率的な資源・エネルギー利用の観点より、機械の

IoT 化は大変重要である。将来、効率的なエネルギー利用を実現するために、IoT と組み合

わせるべき機械について自らアイデアを述べるとともに、それによって実現される未来社

会ではどのようなメリットが生まれるのかを３つ例に挙げて 400 字程度でまとめよ。 


